


FEATURE
This month's

　
当
Ｊ
Ａ
は
６
月
２８
日
、
本

所
７
階
ホ
ー
ル
で
第
２２
回
通

常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し

た
。総
代
数
４
９
５
人
の
う

ち
、
４
７
６
名（
本
人
出
席
２３

名
、
代
理
人
出
席
０
名
、
書
面

出
席
４
５
３
名
）
の
出
席
が

あ
り
ま
し
た
。

　
総
代
会
で
は
「
令
和
３
年

度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処

分
案
の
承
認
」、「
令
和
４
年

度
事
業
計
画
の
設
定
」、「
中

期
計
画
の
設
定
」、「
定
款
の

一
部
変
更
」、「
役
員
の
選
任
」、

「
経
営
管
理
委
員
、
理
事
、
監

事
の
報
酬
の
決
定
」、「
退
任

役
員
に
対
す
る
退
職
慰
労
金

の
支
給
」の
全
７
議
案
が
審
議

さ
れ
、全
て
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。次
ペ
ー
ジ
か
ら
は

令
和
３
年
度
事
業
報
告
の
要

約
、主
な
事
業
の
活
動
内
容
と

取
組
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告

し
ま
す
。

令
和
３
年
度
事
業
報
告
／
要
約
版

主
な
事
業
の
活
動
内
容
と
取
組
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第22回通常総代会
全議案を可決承認

今月の特集
　
令
和
３
年
度
は
、
令
和
元
年
度
に
策

定
し
た
「
中
期
計
画
」
の
実
践
最
終
年

度
と
し
て
、「
創
造
的
自
己
改
革
の
実

践
」
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
農
業
者
の

所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地

域
の
活
性
化
」の
実
現
に
向
け
、「
営
農

振
興
計
画
」
と
「
地
域
く
ら
し
活
性
化

計
画
」
を
中
心
と
し
て
事
業
方
針
に
沿

っ
た
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
各
事
業
の
取
組
成
果
は
、
日
銀
の
マ

イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
長
期
化
や
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
・
利
用
者
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
も
と

経
費
見
直
し
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
事

業
利
益
・
経
常
利
益
と
も
に
計
画
に

対
し
て
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
、組
合
利
用
者
や
地
域
住
民
に
対
し
、

准
組
合
員
加
入
を
推
進
し
ま
し
た
。

各議案を審議する総代

あいさつをする宮武博経営管理委員会会長 議長団の森本幸孝総代（財田）（左）と岸本佳明総代（藤田）（右）

損 益 計 算 書
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

科　目 科　目金　額 金　額
単位:千円

事業総利益
信用事業総利益  
共済事業総利益  
購買事業総利益  
販売事業総利益  
保管事業総利益  
利用事業総利益  
宅地等供給事業総利益
旅行事業総利益  
福祉事業総損失  
農用地利用調整事業総利益
指導事業収支差額

事業外収益
事業外費用

 768,839
117,929

 65,887
13,655

 188,601

 458,000
1,437
11,366
2,568

特別利益
特別損失

法人税等合計

当期首繰越剰余金
リスク管理対応積立金目的取崩額
営農振興対策積立金目的取崩額
土地再評価差額金取崩額

 4,036,665
2,229,239
509,296
509,957
75,550
493,274
126,985
1,261
91

3,150
△4,307

 5,028,944
880,394
256,452
1,284,248
69,745

人件費
業務費
諸税負担金
施設費
その他事業管理費

経常利益 1,112,104

1,164,336

975,735

1,449,107

税引前当期利益

当期剰余金

当期未処分剰余金事業管理費

事業利益

7,980,978

7,519,784

461,195

科　目 金　額
単位:千円

1.当期未処分剰余金 1,449,107
938,900

510,208

2.剰余金処分額

3.次期繰越剰余金

（1）利益準備金
（2）任意積立金
（うちリスク管理対応積立金）
（うち施設整備強化積立金）
（うち指導事業強化積立金）
（うち営農振興対策積立金）
（うち電算情報システム開発積立金）
（うち宅地等供給事業積立金）

453,750
30,000
10,000
11,366
10,000
21,567

（3）出資配当金

200,000
536,683

202,216

剰 余 金 処 分

（注） 
1.　出資配当は年2.0％の割合です。
　　ただし、出資配当の対象は当組合定款
　　第76条第4項の規定によります。
 
２.　次期繰越剰余金には、営農指導、生活
　　・文化改善事業の費用（いわゆる教育
　　情報繰越金）に充てるための繰越額
　　49,000千円が含まれています。

3.　損益計算書および剰余金処分の記載
　　金額は、千円未満を四捨五入して表示
　　しています。そのため、内訳金額を合計
　　した金額が合計欄記載の金額と一致
　　しない場合があります。
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　　【
営
農
活
動
】

　「
営
農
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
営

農
指
導
機
能
の
強
化
・
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、「
営
農
振
興
支
援
事
業
」

を
通
じ
農
畜
産
物
の
生
産
振
興
、
意

欲
あ
る
担
い
手
経
営
体
の
育
成
・
支

援
に
よ
る
産
地
の
維
持
・
発
展
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

①
営
農
指
導

　
本
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
間
の
営
農
活

動
に
か
か
る
情
報
共
有
と
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、「
担
い
手
農
家
」
等
へ
の
訪

問
活
動
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

②
農
畜
産
物
の
生
産
振
興

　
主
要
品
種
に
対
す
る
低
コ
ス
ト
生

産
の
確
立
に
向
け
た
肥
料
試
験
や
「
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
水
稲
の
葉
色
診
断
技

術
」
を
活
用
し
た
実
証
試
験
を
実
践

す
る
と
と
も
に
、「
営
農
振
興
支
援
事

業
」
の
活
用
に
よ
る
園
芸
品
目
や
飼
料

用
米
等
の
作
付
推
進
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

③
担
い
手
の
育
成
・
支
援
お
よ
び
産
地

の
活
性
化

　「
就
農
促
進
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
等
へ
の
取
り
組
み
、
も
も
農
業
塾
・

ぶ
ど
う
農
業
塾
を
は
じ
め
と
す
る
、
各

種
栽
培
講
習
会
に
よ
る
農
業
生
産
基

盤
の
底
辺
拡
大
、
１
日
農
業
バ
イ
ト
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
農
作
業
支
援
や
農

業
の
魅
力
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

【
生
活
活
動
】

　「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
女
性
部
組
織

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
生
活
文

化
活
動
や
食
農
教
育
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

【
相
談
活
動
】

　
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
会
や
所

得
税
お
よ
び
消
費
税
の
確
定
申
告
支

援
を
実
施
す
る
な
ど
、Ｊ
Ａ
岡
山
青
色

申
告
会
を
基
軸
と
し
た
税
務
相
談
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

【
広
報
活
動
】

　
広
報
誌
「
ぱ
れ
っ
と
」、「
あ
ぐ
ろ
ぐ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」、「
笑
味
ち
ゃ
ん
天

気
予
報
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
情
報

掲
載
な
ど
、
様
々
な
方
法
で
Ｊ
Ａ
事
業

や
農
業
・
生
活
文
化
活
動
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら

信
頼
さ
れ
る
金
融
機
関
と
し
て
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
生
活
様
式
に
対

応
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
の
実

践
を
通
じ
て
、
組
合
員
・
利
用
者
接

点
の
再
構
築
と
、
貯
金
・
貸
出
金
残

高
の
伸
長
に
努
め
ま
し
た
。

【
組
合
員
・
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
】

　
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
相
談
・

提
案
活
動
に
取
り
組
み
、
年
金
相
談

会
、
ロ
ー
ン
相
談
会
、
資
産
活
用
相

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
個
人
貯
金
・
貸
出
金
の
増
強
】

　
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
提
案

活
動
に
加
え
、
世
代
別
の
資
金
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
商
品
提
供
と
個
人
ロ
ー
ン
の

伸
長
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
農
業
担
い
手
へ
の
金
融
対
応
】

　
支
所
と
営
農
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、

農
業
資
金
需
要
に
対
し
て
各
種
制
度

資
金
・
担
い
手
対
象
資
金
に
よ
り
的

確
な
資
金
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
「
安

心
と
満
足
」
を
お
届
け
す
る
た
め
、「
契

約
者
フ
ォ
ロ
ー
活
動
」
を
基
軸
と
し
た

活
動
を
実
践
し
ま
し
た
。

【
相
談
・
普
及
活
動
】

　「
３
Ｑ
訪
問
・
３
Ｑ
コ
ー
ル
活
動
」
に

よ
る
加
入
内
容
説
明
・「
あ
ん
し
ん

チ
ェ
ッ
ク
」
に
よ
る
保
障
点
検
を
実
施

し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

寄
り
添
い
、
安
心
と
満
足
の
提
供
に
努

め
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」、「
交
通
安
全
機
器
寄
贈
」

等
を
実
施
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の

皆
さ
ま
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
た
地
域

貢
献
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
審
査
・
査
定
・
保
全
業
務
】

　
新
契
約
引
受
、
共
済
金
の
支
払
処

理
の
迅
速
化
・
適
正
化
に
努
め
、
契

約
管
理
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
お
か
や
ま
専
用
の
15
㎏
袋
低
コ

ス
ト
水
稲
肥
料
お
よ
び
大
型
規
格
農
薬

等
の
普
及
推
進
を
行
う
と
と
も
に
、
農

家
直
送
等
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
に
努

め
、
予
約
購
買
を
基
軸
と
し
た
安
定

供
給
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
シ
ロ
ア

リ
防
除
・
電
化
製
品
・
石
碑
な
ど
の

提
案
や
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
多
様
化
す
る
実
需
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
と
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
安
定

供
給
体
制
確
立
を
基
本
と
し
、
取
引

先
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
有
利
販
売
や

各
種
Ｐ
Ｒ
活
動
・
新
た
な
販
路
確
立

等
を
通
じ
て
農
家
所
得
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大

学
と
共
同
で
考
案
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

レ
ン
ド
精
米
「
晴
々
ロ
マ
ン
」
を
商
品

化
し
、
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
準
低
温
・
低
温
倉
庫
に
集
約
保
管

を
行
い
、
倉
庫
の
効
率
的
な
運
用
と
適

正
な
保
管
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

【
大
型
共
同
乾
燥
調
製
施
設
】

　
施
設
の
効
率
的
な
運
営
を
目
指
し
、

生
籾
移
送
等
に
よ
る
完
全
サ
テ
ラ
イ
ト

化
を
３
施
設
、
一
部
サ
テ
ラ
イ
ト
化
を

２
施
設
で
実
施
し
ま
し
た
。

【
共
同
利
用
施
設
】

　
集
出
荷
場
お
よ
び
選
果
場
施
設
等

の
効
率
的
な
利
用
に
努
め
る
と
と
も

に
、
育
苗
施
設
の
有
効
活
用
と
し
て
、

水
稲
苗
・
野
菜
苗
の
生
産
供
給
を
行

い
ま
し
た
。

【
農
産
物
加
工
施
設
】

　
大
豆
テ
ン
ペ
・
味
噌
・
米
粉
パ
ン
・

惣
菜
等
、
地
元
の
農
産
物
を
生
か
し

た
加
工
品
を
製
造
す
る
場
と
し
て
、

女
性
部
組
織
と
効
率
的
な
運
営
を
行

う
と
と
も
に
、
品
質
向
上
や
衛
生
管

理
等
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
農
地
等
売
買
の
仲
介
や
組
合
員
の

資
産
活
用
と
し
て
の
賃
貸
住
宅
・
店

舗
の
建
設
等
の
斡
旋
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
な
ど
、
安
全
・
安
心
に
配
慮
し
、

県
内
観
光
支
援
策
「
県
民
割
」
を
活
用

し
た
旅
行
商
品
等
の
提
供
を
行
い
ま

し
た
。

　
助
け
合
い
組
織
「
か
が
や
き
」
協
力

会
員
に
よ
る
、
サ
ロ
ン
・
地
域
の
茶
の

間
「
み
ん
な
の
お
家
」
を
開
催
し
、
生

き
が
い
と
交
流
の
場
の
提
供
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
な
ら
び
に

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
促
進
の
た
め
、

岡
山
県
農
地
中
間
管
理
機
構
等
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
「
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
事
業
」
や
「
農
作
業
受
委
託
事

業
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
不
祥
事
未
然
防
止
、
組
合
業
務
の

適
正
性
を
確
保
す
る
た
め
の
内
部
統

制
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
内
部

監
査
を
実
施
し
、
事
務
処
理
の
適
正

化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

支
所
の
改
修
工
事
等
、
組
合
所
有
施

設
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
記
事
で
は
概
略
を
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
支
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
備
え
置
い

て
お
り
ま
す【
通
常
総
代
会
資
料
】お

よ
び【
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
】ま
た

は
、Ｊ
Ａ
岡
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

し
て
お
り
ま
す【
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

資
料
】を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

指
導
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

購
買
事
業

販
売
事
業

保
管
事
業

利
用
事
業

宅
地
等
供
給
事
業

旅
行
事
業

高
齢
者
福
祉
事
業

農
用
地
利
用

　
　
　調
整
事
業

管
理
監
査 う

ち
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　6
月
20
日
、
朝
日
地
区
の
小
橋
純
一

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　祖
父
母
が
こ
の
地
で
農
業
を
営
ん
で

い
て
、
叔
父
が
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
他
界
し
、
か
わ
り
に
私

が
家
を
守
る
た
め
に
埼
玉
県
か
ら
岡
山

県
に
引
っ
越
し
て
来
ま
し
た
。

　子
ど
も
の
こ
ろ
に
帰
省
し
た
時
は
、
周

り
近
所
の
ど
こ
も
か
し
こ
も
が
畑
を
し
て

い
た
の
に
、
帰
る
た
び
に
耕
作
放
棄
地
が

増
え
て
き
て
寂
し
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
帰
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
少
し

で
も
何
か
地
域
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
、

祖
父
母
が
営
ん
で
い
た
農
業
を
復
活
さ
せ

て
み
よ
う
と
決
意
し
就
農
し
ま
し
た
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　今
年
で
就
農
3
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

最
初
の
1
年
は
岡
山
県
立
青
少
年
農
林

文
化
セ
ン
タ
ー
三
徳
園
の
社
会
人
就
農

研
修
に
通
い
、
農
業
の
基
礎
を
学
び
な

が
ら
10
㌃
の
南
瓜
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。

　同
じ
品
目
を
作
っ
て
い
る
地
元
の
人

や
、
営
農
指
導
員
の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
い
な
が
ら
土
地
に
合
わ
せ
た
品

目
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

―
楽
し
い
こ
と
は

　一
か
ら
育
て
て
収
穫
し
出
荷
ま
で
携

わ
る
こ
と
に
楽
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
と

れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
を
食
べ
ら
れ
る

こ
と
も
農
家
の
醍
醐
味
で
す
。
販
売
経

路
の
選
択
や
開
拓
に
も
面
白
味
が
あ
り

ま
す
。

―
苦
労
す
る
こ
と
は

　病
害
虫
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
あ
ま

り
多
く
の
農
薬
は
使
い
た
く
な
い
の
で

最
低
限
の
量
で
防
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
出
荷
に
応
じ
て
の
収
入
に
な

る
の
で
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
に
は
、
ま

だ
慣
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　植
え
て
か
ら
収
穫
す
る
ま
で
の
あ
い
だ

に
、
空
い
た
時
間
が
あ
る
の
で
、
土
地
を

借
り
て
ハ
ウ
ス
の
骨
組
み
に
ビ
ニ
ー
ル
を

張
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
年
に
何
回
も

収
穫
で
き
る
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
や
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
等
の
施
設
野
菜
の
栽
培
を
考
え
て
い

ま
す
。

　ま
た
地
域
の
方
に
空
い
た
畑
が
あ
る

と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

自
分
の
技
量
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
一
人
前
に
な
っ
て
栽
培

面
積
を
広
げ
耕
作
放
棄
地
を
少
し
で
も

減
ら
し
た
い
で
す
。
私
の
よ
う
に
、戻
っ

て
き
て
や
っ
て
み
よ
う
か
な
と
い
う
人

が
増
え
て
い
く
よ
う

産
地
を
盛
り
上
げ
、

仲
間
を
増
や
し
て
い

き
た
い
で
す
。

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：

J
A
岡
山
広
報
担
当

祖父母から受け継いだ土地を守り
産地を盛り上げていきたい
祖父母から受け継いだ土地を守り
産地を盛り上げていきたい

vol.264

農
を担う

祖
父
母
が
営
ん
で
い
た

農
業
を
復
活

朝
日
地
区
を
農
業
で

盛
り
上
げ
た
い

小橋 純一さん
「こばし　じゅんいち」
昭和53年生まれ。○岡西大寺野菜部会所属。南瓜、白菜、キャベツ、ホウレンソウを経営。妻と2人家族。
趣味はサッカー。座右の銘は「為せば成る」。

朝日地区：野菜農家

夫婦で作業を行い、南瓜を磨き上げます 小橋純一さん（右）と妻の加奈子さん（左）南瓜の収穫の様子

農業について思いを話す小橋さん
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左は日照不足で徒長気味ですが次 と々新葉が出ています。
右は屋外で結実しながら旺盛に育つガーデンシクラメン。

古い土を取り除き、古い根を半分くらい切ります。
植え付けは、球根が半分くらい見える浅植え。

資料5 6月下旬の非休眠株の例

資料7 休眠株の植え替え 資料6 水を切って休眠させた株

資料1 ニンジンの播種

資料2 ニンジンの追肥・中耕と土寄せ

2条播きの場合

覆土は0.5㎝に薄く 乾燥防止のためもみ殻か不織布の
べた掛けをします

もみ殻

種を1列に播いてください
（すじ播き）

間引き後、追肥（矢印）と中耕をします。
緑化防止のため根の肩が隠れるまで土寄せをします。
土が葉の生長点にかからないように行います。

資料4 裂根 資料3 キアゲハ幼虫

●
夏
場
の
土
壌
管
理
に
つ
い
て

　梅
雨
明
け
か
ら
暑
さ
が
本
番
に
な
っ
て
き

ま
す
。
こ
ま
め
に
休
憩
や
水
分
を
取
り
な
が

ら
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
楽
し
く
農
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　夏
の
日
差
し
は
強
く
、
土
壌
が
乾
燥
し
や

す
い
の
で
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
な
ど
こ
ま
め
な

灌
水
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
灌
水
は
朝
や
夕

方
な
ど
涼
し
い
時
間
帯
に
行
い
ま
す
。

◎
ニ
ン
ジ
ン
の
栽
培

　ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
原
産
で
、
発
芽
適

温
は
15
〜
25
℃
と
比
較
的
高
温
で
も
栽
培

可
能
な
野
菜
で
す
。
品
種
は
東
洋
系
（
長
根

種
）
と
西
洋
系
（
短
根
種
）
が
あ
り
ま
す
。

春
播
き
と
夏
播
き
栽
培
が
で
き
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
夏
播
き
で
き
る
品
種
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
最
適
土
壌
Ｐ
Ｈ
は
6.
0
〜
6.
6

（
弱
酸
性
）
で
す
か
ら
石
灰
な
ど
の
施
用
が

必
要
で
す
。

●
畑
の
準
備

　で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
10
平
方
㍍
あ

た
り
堆
肥
30
㌔
、
苦
土
石
灰
等
を
1
㌔
施

用
し
ま
す
。
播
種
2
週
間
前
に
10
平
方
㍍

あ
た
り
野
菜
い
ち
ば
ん
等
1.
5
㌔
を
施
用

し
、
深
め
に
耕
し
ま
す
。
そ
の
時
、
小
石
な

ど
が
残
っ
て
い
る
と
二
股
の
原
因
に
な
る
の

で
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。
畝
幅
は
、
1
条
植

な
ら
約
60
㌢
、
2
条
植
な
ら
約
1.
2
㍍
と

し
ま
す
。
ニ
ン
ジ
ン
は
発
芽
を
揃
え
る
の
が

大
切
で
す
。
畝
は
で
き
る
だ
け
凹
凸
が
な
い

よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
播
種

　播
種
時
期
は
7
月
下
旬
〜
9
月
上
旬
で

す
。
畑
が
極
度
に
乾
燥
し
て
い
る
と
発
芽
率

が
落
ち
る
の
で
、
雨
の
後
か
、
前
日
に
し
っ

か
り
灌
水
し
た
後
に
す
じ
播
き
し
ま
す
。
ニ

ン
ジ
ン
の
種
は
発
芽
に
光
が
必
要
な
の
で
覆

土
は
深
く
な
ら
な
い
よ
う
5
㍉
程
度
に
薄
く

か
け
、
軽
く
押
さ
え
ま
す
。
播
種
後
は
乾
燥

防
止
の
た
め
に
も
み
殻
や
切
り
わ
ら
で
土
が

見
え
な
く
な
る
程
度
に
覆
い
ま
す
。
こ
こ
で

も
厚
く
覆
い
す
ぎ
る
と
発
芽
率
が
落
ち
る
の

で
薄
く
覆
い
ま
す
。
発
芽
ま
で
水
切
れ
し
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
（
資
料
1
）。

●
間
引
き

　1
回
目
は
本
葉
2
枚
の
こ
ろ
に
、
込
み

あ
っ
て
い
る
所
を
間
引
き
、
2
回
目
は
本
葉

5
〜
6
枚
の
こ
ろ
に
行
い
、
最
終
的
に
株
間

15
㌢
前
後
に
し
ま
す
。
間
引
く
も
の
は
変
形

し
た
も
の
や
大
小
の
も
の
を
間
引
き
、
生
育

を
揃
え
ま
す
。
大
き
す
ぎ
る
も
の
は
変
形
に

な
る
場
合
が
多
い
の
で
残
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
追
肥
・
中
耕
・
土
寄
せ

　間
引
き
の
た
び
に
中
耕
、
追
肥
を
行
い
ま

す
。
こ
の
時
期
に
中
耕
を
行
う
こ
と
で
同
時

に
除
草
効
果
も
得
ら
れ
ま
す
。
追
肥
は
、
1

回
に
つ
き
10
平
方
㍍
あ
た
り
野
菜
い
ち
ば
ん

等
で
0.
5
㌔
を
計
2
回
行
い
ま
す
。
土
寄

せ
は
緑
化
を
防
ぐ
た
め
根
の
肩
が
隠
れ
る
程

度
に
行
い
ま
す
（
資
料
2
）。

●
害
虫

　ニ
ン
ジ
ン
を
栽
培
す
る
と
発
生
し
や
す
い

害
虫
が
キ
ア
ゲ
ハ
で
す
。
幼
虫
が
葉
を
食
害

し
、
軸
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
見
つ
け

次
第
駆
除
し
ま
し
ょ
う
（
資
料
3
）。

●
灌
水

　ニ
ン
ジ
ン
の
栽
培
に
乾
燥
は
大
敵
で
す
。

乾
燥
が
続
く
と
播
種
後
は
発
芽
揃
い
が
悪

く
な
り
、
播
種
後
50
日
ご
ろ
は
割
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
乾
燥
が
続
く
よ
う
な
ら

定
期
的
に
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
収
穫

　播
種
後
5
寸
ニ
ン
ジ
ン
（
短
根
系
）
で

1
0
0
〜
1
2
0
日
、
金
時
（
長
根
系
）
で

1
2
0
〜
1
5
0
日
が
収
穫
の
目
安
と
な
り

ま
す
。
確
認
し
て
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
根
の
部
分
の
重
量
が
1
5
0
〜
2
0
0

㌘
程
度
が
収
穫
適
期
で
す
。
収
穫
が
遅
れ
る

と
割
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
大
き

い
も
の
を
狙
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

（
資
料
4
）。

お
い
し
い

ニ
ン
ジ
ン
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

夏
真
っ
盛
り
の
後
に
は

　梅
雨
明
け
か
ら
盆
ま
で
は
猛
暑
で
す
。

で
も
そ
の
後
は
少
し
ず
つ
秋
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
達
の
胸
の
内
に
も

秋
に
向
け
て
「
宿
題
」
と
い
う
チ
ョ
ッ
ト
涼

し
い
風
が
吹
き
は
じ
め
ま
す
。

　植
物
の
生
育
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
栽
培

管
理
も
8
月
下
旬
か
ら
は
変
化
し
て
き
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
一
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
2
年
目
の
シ
ク
ラ
メ
ン

　春
ま
で
花
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
シ
ク
ラ
メ

ン
を
持
っ
て
い
た
方
、
そ
の
鉢
は
ど
う
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
？

①
今
も
緑
の
葉
っ
ぱ
が
伸
び
て
元
気
。

②
葉
は
枯
れ
た
け
ど
、
丸
く
元
気
な
球
根
が

鉢
の
真
ん
中
に
あ
る
。

③
す
っ
か
り
枯
れ
て
球
根
も
し
な
び
た
。

　①
は
も
ち
ろ
ん
、②
も
生
き
て
ま
す
。

　③
は
枯
れ
て
い
る
の
で
廃
棄
で
す
。

　シ
ク
ラ
メ
ン
は
高
温
多
湿
の
日
本
の
夏

が
苦
手
な
た
め
、
1
年
で
枯
れ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
が
、
地
中
海
沿
岸
を
中
心

に
分
布
す
る
多
年
性
球
根
植
物
で
す
。

①
夏
も
継
続
し
て
生
育
す
る
場
合

　品
種
に
よ
り
、
株
の
状
態
が
よ
け
れ
ば
、

初
夏
以
降
、
一
旦
花
は
な
く
な
っ
て
も
ず
っ

と
新
葉
が
出
続
け
る
こ
と
、
希
に
は
花
も

咲
き
続
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
資
料
5
）。

近
頃
人
気
の
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン
は
丈

夫
で
、
葉
が
茂
っ
た
ま
ま
夏
越
し
す
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　厳
し
い
環
境
を
で
き
る
だ
け
緩
和
す
る

よ
う
、
4
月
以
降
は
風
通
し
の
よ
い
半
日

陰
で
、
土
壌
の
排
水
条
件
も
よ
く
な
い
と
、

途
中
で
枯
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　生
育
を
続
け
て
い
る
の
で
、
肥
料
も
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
高
温
多
湿
の
時
期
は

根
腐
れ
も
起
こ
し
や
す
い
の
で
、
薄
い
液

肥
を
時
々
や
る
か
、
緩
効
性
の
化
成
肥
料

を
1
カ
月
毎
に
少
量
ず
つ
施
用
す
る
程
度

に
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
管
理
す
る
と
秋
以

降
再
び
花
芽
を
出
し
て
開
花
し
ま
す
。

　そ
れ
で
も
、
う
っ
か
り
水
や
り
を
忘
れ

る
と
、
急
に
葉
が
黄
色
く
な
り
だ
し
て
、

枯
れ
始
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
な

る
と
あ
わ
て
て
水
や
り
し
た
く
な
り
ま
す

が
、
生
育
を
止
め
、
休
眠
に
入
り
か
け
て

い
る
の
で
水
を
吸
わ
ず
、
か
え
っ
て
腐
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
と

き
は
徐
々
に
乾
燥
さ
せ
て
休
眠
に
切
り
替

え
ま
す
（
資
料
6
）。

　つ
ま
り
、②
は
、
苦
手
な
環
境
の
時
期
に

向
け
て
い
ち
早
く
休
眠
に
入
っ
て
い
る
状

態
で
す
。

②
一
旦
休
眠
し
た
株
の
再
生

　す
っ
か
り
茎
葉
が
枯
れ
て
丸
い
球
根
だ

け
の
株
は
、
雨
の
あ
た
ら
な
い
風
通
し
の

よ
い
屋
外
の
日
陰
に
置
い
て
お
き
ま
す
（
他

の
植
物
へ
の
水
や
り
の
と
き
に
も
濡
ら
さ

な
い
よ
う
に
注
意
）。

　8
月
下
旬
〜
9
月
上
旬
、
涼
し
く
な
っ

て
き
た
ら
水
や
り
を
始
め
ま
す
。
早
く
や

り
す
ぎ
る
と
ま
だ
暑
く
て
失
敗
す
る
こ
と

も
あ
る
の
で
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
。

　一
方
、
水
や
り
し
な
く
て
も
球
根
の
水

分
と
養
分
で
新
芽
が
動
き
出
し
て
い
る
の

に
気
付
か
ず
に
放
置
す
る
と
株
が
傷
む
の

で
注
意
し
て
お
き
、
動
き
始
め
た
ら
水
や

り
を
始
め
ま
す
。

◎
鉢
換
え

　1
年
く
ら
い
は
そ
の
ま
ま
管
理
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
し
だ
い
に
球
根
が
大

き
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
鉢
底
の
通
気
が

悪
く
な
っ
た
り
、
根
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
一
回
り
大
き
い
鉢
に
植
え

替
え
ま
す
。
新
芽
や
新
し
い
根
が
大
き
く
な

る
と
傷
み
や
す
い
の
で
、
9
月
中
旬
ま
で
に

作
業
は
終
わ
ら
せ
ま
す
。

　鉢
は
底
面
吸
水
鉢
で
な
く
、
普
通
の
駄
温

鉢
や
プ
ラ
鉢
で
大
丈
夫
で
す
。
土
は
小
粒

（
ま
た
は
細
粒
）
の
赤
玉
土
と
腐
葉
土
を
6
：

4
程
度
に
混
ぜ
た
も
の
で
よ
く
、
こ
の
赤
玉

土
の
う
ち
3
〜
4
割
を
細
粒
の
日
向
土
や
軽

石
な
ど
に
換
え
る
と
よ
り
通
気
が
よ
く
な
り

ま
す
。

　あ
ら
か
じ
め
、
マ
グ
ア
ン
プ
K
な
ど
の
緩

効
性
肥
料
を
ご
く
少
量
混
ぜ
て
お
く
の
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　鉢
底
に
軽
石
な
ど
を
入
れ
、
1
／
3
ほ
ど

用
土
を
入
れ
た
ら
、
休
眠
し
て
い
な
か
っ
た

株
は
昨
年
の
鉢
か
ら
抜
き
取
っ
た
ま
ま
植
え

付
け
ま
す
。

　休
眠
し
て
い
た
株
は
、
根
を
傷
め
な
い
よ

う
に
古
い
土
を
落
と
し
て
し
ま
い
、
古
い
根

も
よ
く
切
れ
る
は
さ
み
で
半
分
く
ら
い
切
り

取
り
ま
す
。
日
陰
で
半
日
ほ
ど
切
り
口
を
乾

か
し
、
根
を
広
げ
な
が
ら
新
し
い
用
土
で
植

え
付
け
ま
す
。

　深
さ
は
球
根
が
土
の
上
に
半
分
く
ら
い
見

え
る
浅
め
、
土
は
、
鉢
の
縁
か
ら
1
〜
2
㌢

下
ま
で
に
し
ま
す
（
資
料
7
）。

　あ
ま
り
球
根
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
充
分

灌
水
し
、
直
射
光
の
当
た
ら
な
い
明
る
い
と

こ
ろ
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2022.8

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
祇園 将人

秋
の
兆
し
が

感
じ
ら
れ
た
ら

・・・
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肩の方が甘い

資料8 ぶどうの糖度上昇

資料10 変則主幹形

資料11 間引き剪定

切り戻し剪定

資料12 誘引

資料9 礼肥の施用方法

ありがとう
来年も

がんばれるわ

株元から
離して施用

肥料

樹冠下よりも
やや広めに

施肥の後は軽く土と
混和し灌水を

ご
く
ろ
う

さ
ま

A ： 主　幹　
B ： 主　枝
C ： 亜主枝　
D ： 側　枝

2～3m

AC

B
D

スペースに余裕がない場合は、
変則主幹形に仕立てる。
主幹を2～3mで切り戻し、
適当な横枝を残す。

1m前後

　8
月
は
桃
や
ブ
ド
ウ
、
梨
、
イ
チ
ジ
ク
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
等
の
夏
果
実
の
収
穫
時
期
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
愛
情
を
注
い
で
育
て
た
果
実
が
よ
う
や

く
成
熟
し
ま
す
。
一
方
で
、
樹
が
来
年
に
む
け
て
貯

蔵
養
分
を
蓄
積
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
収
穫

後
の
管
理
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
秋
果
実
は
最
後
の
追
い
込
み
時
期
な
の
で

気
を
抜
か
ず
管
理
し
、
収
穫
期
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

一  

ブ
ド
ウ
の
管
理

●
ピ
オ
ー
ネ
の
収
穫
・
収
穫
後
の
管
理

　ピ
オ
ー
ネ
は
果
粒
が
軟
化
期
か
ら
約
40
日
で
収

穫
適
期
に
な
り
ま
す
。
ブ
ド
ウ
の
果
粒
は
房
先
よ

り
も
肩
の
方
が
糖
度
が
高
い
の
で
、
収
穫
す
る

前
に
房
先
の
粒
を
試
食
し
て
み
て
、
糖
度
、
酸
抜

け
の
具
合
や
食
味
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
（
資
料

8
）。
ト
ン
ネ
ル
栽
培
は
、
県
南
部
で
は
8
月
下

旬
ご
ろ
〜
9
月
に
か
け
収
穫
さ
れ
ま
す
。

　収
穫
期
は
鳥
に
よ
る
食
害
を
受
け
や
す
い
の
で
、

防
鳥
ネ
ッ
ト
等
を
設
置
し
、
被
害
を
未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
収
穫
後
に
は
枝
管
理
を
あ
わ
せ
て
行
い

ま
し
ょ
う
。
無
摘
心
の
場
合
、
来
年
度
に
蓄
え
る

養
分
が
無
駄
に
使
用
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
貯
蔵

養
分
不
足
に
な
る
と
翌
年
の
初
期
生
育
が
悪
く
な

り
ま
す
。
元
葉
の
傷
み
が
少
な
い
場
合
は
２
週
間

に
一
度
の
間
隔
で
再
伸
長
部
の
摘
心
や
切
除
を
繰

り
返
し
て
行
い
、
残
っ
て
い
る
本
葉
や
副
梢
の
葉

を
維
持
し
ま
す
。
新
梢
の
先
端
部
を
1
〜
2
節
で

切
り
返
し
、
2
番
枝
の
発
生
部
位
を
切
り
取
っ
て

お
き
ま
す
。

　収
穫
後
は
「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
こ
め

て
礼
肥
を
与
え
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
使
用
す
る
肥

料
は
速
効
性
の
化
成
肥
料
が
適
し
て
い
ま
す
。
病

害
虫
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
防
除
暦
を
参
考
に

防
除
し
ま
し
ょ
う
。

（
例
）
桃
、
ブ
ド
ウ
な
ど
に
礼
肥
と
し
て
「
N
N

高
度
化
成
Ｓ
6
0
4
」
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
、

１
樹
あ
た
り
１
㌔
程
度
を
施
し
ま
す（
資
料
9
）。

施
用
後
は
土
と
軽
く
混
ぜ
あ
わ
せ
、
灌
水
を
行

い
ま
す
。

二

　桃
の
管
理

●
桃
の
収
穫
後
の
枝
管
理

　清
水
白
桃
の
収
穫
時
期
は
8
月
上
旬
ご
ろ
に

は
終
了
し
一
段
落
し
ま
す
が
、
モ
モ
ハ
モ
グ
リ

ガ
や
せ
ん
孔
細
菌
病
等
に
侵
さ
れ
る
と
早
期
落

葉
し
、
枝
の
充
実
が
悪
く
な
り
ま
す
。
礼
肥
を
施

用
し
て
秋
根
の
伸
長
を
促
進
す
る
と
と
も
に
収
穫

後
の
防
除
を
行
い
ま
す
。
懐
の
徒
長
枝
が
混
み
あ

う
よ
う
で
あ
れ
ば
整
理
し
、
基
部
10
㌢
程
残
し
、

切
除
し
ま
す
（
秋
は
枝
が
急
激
に
太
る
の
で
秋
季

剪
定
を
9
月
上
旬
ま
で
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
）。

三

　柿
の
管
理

●
病
害
虫
防
除

　カ
キ
ノ
ヘ
タ
ム
シ
ガ
は
、
平
年
で
あ
れ
ば
6
月

と
8
月
の
年
2
回
発
生
し
ま
す
。

　

　6
月
に
被
害
が
多
発
し
た
場
合
は
８
月
も
発

生
が
多
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
７
月

下
旬
〜
８
月
上
旬
に
か
け
て
防
除
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。
防
除
薬
剤
と
し
て
は
、
ス
ミ
チ
オ
ン

乳
剤
１
，０
０
０
倍
液
（
収
穫
30
日
前
ま
で
）
又

は
、
オ
ル
ト
ラ
ン
水
和
剤（
＝
ジ
ェ
イ
エ
ー
ス
水
溶

剤
）１
，5
0
0
倍
液
（
収
穫
45
日
前
ま
で
）
又
は
、

ダ
ン
ト
ツ
水
溶
剤
４
，０
０
０
倍
液（
収
穫
７
日
前

ま
で
）
に
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
１
，５
０
０
倍

液
を
加
用
す
る
と
、
炭
そ
病
・
う
ど
ん
こ
病
の
同

時
防
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

四

　梨
の
管
理

●
灌
水

　土
壌
が
乾
燥
し
過
ぎ
る
と
果
実
肥
大
が
劣
り
、

果
肉
の
硬
化
、
煮
え
果
等
果
肉
障
害
が
発
生
し
ま

す
。
梅
雨
明
け
後
、
高
温
乾
燥
が
７
日
以
上
続
く

よ
う
な
ら
灌
水
を
始
め
、
７
日
間
隔
で
十
分
灌
水

を
行
い
ま
す
。
８
月
の
灌
水
が
大
変
重
要
で
、
果

実
肥
大
や
果
肉
障
害
に
大
き
く
影
響
す
る
時
期
で

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

五

　ビ
ワ
の
管
理

●
ビ
ワ
の
剪
定

　ビ
ワ
の
木
は
品
種
に
よ
っ
て
樹
形
が
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
茂
木
な
ど
枝
が
ま
っ
す
ぐ
上
に
伸
び
る

品
種
は
、
横
に
伸
び
る
枝
を
残
す
よ
う
「
変
則
主

幹
形
」（
幹
を
２
〜
３
㍍
の
高
さ
で
切
り
落
と
す
。

横
に
広
が
る
枝
は
３
〜
４
本
、
左
右
互
い
違
い
に

な
る
よ
う
配
置
し
ま
し
ょ
う
。
横
に
伸
び
る
枝
の

上
下
間
隔
は
、
30
〜
45
㌢
程
度
あ
け
る
よ
う
に
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
）
に
仕
立
て
ま
す
。
一
方
、

田
中
な
ど
枝
が
横
に
広
が
る
品
種
は
「
盃
状
形
」

に
な
る
よ
う
に
仕
立
て
て
い
き
ま
す
（
資
料
10
）。

　そ
れ
ぞ
れ
の
品
種
に
あ
っ
た
樹
形
が
完
成
し
た

ら
、
混
み
あ
っ
た
枝
を
間
引
い
て
、
木
の
内
側
に

も
光
が
あ
た
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の
年
に
伸
び

た
枝
の
先
端
付
近
に
花
芽
が
付
く
の
で
、
剪
定
時

に
切
り
落
と
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
太
い
枝
（
５
０
０
円
玉
以
上
）
を
剪
定
し
た

後
は
切
り
口
が
傷
み
や
す
く
、
そ
こ
か
ら
病
気
に

か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
切
り
口
を
保
護
す
る

た
め
に
、
癒
合
剤
の
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
ペ
ー
ス
ト
を

塗
布
し
ま
し
ょ
う
。

　ビ
ワ
は
木
の
育
ち
具
合
で
剪
定
時
期
が
変
わ
り

ま
す
。

営農部指導課
武田 祐一

〈
ビ
ワ
の
実
が
ま
だ
な
っ
て
い
な
い
段
階
〉

　未
結
実
の
若
木
の
時
期
は
、
２
月
ご
ろ
に
剪
定

を
行
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
花
が
咲
い
て
い
る
の

で
、
間
違
っ
て
切
ら
な
い
よ
う
花
の
近
く
を
避
け

て
剪
定
し
ま
す
。

〈
実
が
つ
き
始
め
て
か
ら
の
剪
定
〉

　結
実
し
始
め
た
木
の
剪
定
は
、
８
月
下
旬
〜
９

月
ご
ろ
が
最
適
で
す
。
特
に
蕾
が
大
き
く
な
る
前

の
９
月
上
旬
ご
ろ
に
行
う
と
木
へ
の
負
担
が
少
な

い
で
す
。
着
果
過
多
に
な
る
と
栄
養
が
分
散
し
て

味
の
劣
化
に
繫
が
る
の
で
、
着
果
量
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
主
な
目
的
で
す
。

　３
月
以
降
に
な
っ
た
ら
、
太
い
枝
を
切
る
な
ど

の
強
剪
定
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ビ
ワ
の
生
長
が
悪

く
な
り
、
実
の
結
実
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

●
ビ
ワ
は
間
引
き
剪
定
と
切
り
戻
し
剪
定
が
基
本

　間
引
き
剪
定
と
は
、
資
料
11
の
よ
う
に
枝
を
根

元
の
部
分
か
ら
切
り
落
と
す
手
法
で
す
。
密
集
し

過
ぎ
た
枝
や
病
害
虫
の
あ
る
枝
な
ど
の
不
要
な
部

分
を
切
除
し
ま
す
。
間
引
き
剪
定
を
す
る
と
日
当

た
り
や
風
通
し
が
改
善
さ
れ
、
ビ
ワ
の
生
長
が
よ

く
な
り
ま
す
。

　切
り
戻
し
剪
定
と
は
、
伸
び
た
枝
を
途
中
で
切

り
形
を
整
え
る
方
法
で
す
。
主
な
目
的
は
樹
形
や

大
き
さ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
す
。
ビ
ワ
が
大
き
く

な
り
過
ぎ
て
隣
地
に
は
み
出
す
場
合
に
切
り
戻
し

剪
定
が
有
効
で
す
。

※
ビ
ワ
を
縮
小
し
た
い
場
合
は
切
り
戻
し
剪
定
と
誘
引

　大
木
に
育
っ
た
ビ
ワ
を
小
さ
く
し
た
い
場
合
は
、

３
年
か
け
て
剪
定
し
な
が
ら
誘
引
（
樹
を
落
ち
着
か

せ
花
芽
を
着
生
さ
せ
る
た
め
）し
て
樹
高
を
低
く
し

て
い
き
ま
す
（
資
料
12
）。
一
度
に
バ
ッ
サ
リ
太
い

枝
を
切
っ
て
し
ま
う
と
、
株
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス

が
か
か
り
、
実
が
成
ら
な
く
な
っ
た
り
枯
れ
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

8
月
は

夏
果
実
の
収
穫

時
期
で
す

お知らせ

※写真はイメージです

2022年8月号チラシ掲載商品
・マッスルスーツ
・暑さ対策『ひんやりグッズ』3種
・シーダー加工種子　4種
・飲料水　4種
・漬物の素　4種
・今月のおすすめ商品
・加温機特別推進実施中！

　購買品注文書ならびに、令和4年度一般果樹
苗木予約注文申込書を広報誌「ぱれっと」の中に
折り込んでおりますのでご利用ください。

ヒノヒカリを栽培の方へ　乳白米･高温障害対策を！！

　出穂後に高温が続く場合は、品質低下のおそれがあります。高温対
策として、葉色が薄い場合は穂揃い期（9月上旬）までに実肥を施用
します。即効性肥料を使用し、施用量は、窒素成分で1～2kg/10a
（硫安で7kg/10a程度）を目安とします。
　なお、平年の気温で施用すると食味が低下する場合があります。
　根の活力維持のため間断灌漑を励行し、用水が豊富な地域では、
かけ流しで水温、地温の低下を図りましょう。 乳白米発生を高める「後期窒素」の不足

高温による稲体の体力消耗を軽減させ、光合成能力が維持できれば、もみのデンプン蓄積量が向上し品質低下を防げます。

令和２年産米精算金のお支払について《委託うるち米農家手取額のお知らせ》
　この度、令和２年産米の精算金を令和4年6月24日付でお支払いいたしました。つきましては、出荷時
にお支払いした「概算金」と、今回お支払いした「精算金」を合わせた、主要７品種（紙袋・１等）の「農家最
終手取額」は下表のとおりです。
　なお、平成30年産「委託うるち米」の精算より、消費税率毎の収支金額を記載した精算書の作成が必要と
なり、税率・収支項目毎に単価（税込）を小数点第３位まで計算し、収支金額（税込）を算出しました。

　金額については項目毎に整数となるように端数処理を行っているため、精算金に差額が発生していますが、
ここでは精算金ならびに最終手取額の平均値を掲載しています。

コシヒカリ
あきたこまち
きぬむすめ
ヒノヒカリ
朝 日
ア ケ ボ ノ
に こ ま る

品種
（主要７品種）

概算金
（Ａ）

精算金（平均）
（Ｂ）

最終手取額（平均）
（Ａ）＋（Ｂ）

《参考》令和元年産
    最終手取額（平均）

13,800
13,020
12,420
12,420
12,000
11,220
12,000

486
552
738
603
928
808
509

14,286
13,572
13,158
13,023
12,928
12,028
12,509

令和２年産委託うるち米精算結果兼農家最終手取額一覧表

15,018
14,164
14,140
14,076
14,108
13,650
14,005

〔紙袋・１等〕 単位：円／ 60kg（税込）

果
樹
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特集 第22回通常総代会
令和３年度事業報告／要約版

地域によろこびの
種をまく

JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

オ ン ラ イ ン

かやは な
オンラインショップ

JA岡山JA岡山
各種媒体で情報発信

　今回のあぐろグラムでは岡山市北区の吉備津彦神社に自生
する天然記念物キビノミノボロスゲについて紹介いたします。
　キビノミノボロスゲは、環境省レッドリスト絶滅ⅠＢ類に分類
され、岡山市の天然記念物に指定された植物です。湿り気の
ある路傍の日陽地にまれに生える多年草で、小さな穂をつけ
ます。和名の由来は吉備の国のミノボロに似たスゲという意
味で、中国大陸や朝鮮半島には広く分布しています。日本で
確認されているのは、吉備津彦神社南の周辺だけに自生して
いる謎の多い植物です。

編集担当　弘末　彩香

天然記念物
キビノミノボロスゲ

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

ご飯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４合分
サーモン・・・・・・・・・・・・・・・・280g
アボカド・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２個
長芋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200g
オクラ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８本
刻み海苔・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
白ごま・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ２

【調味料】
だし醤油・・・・・・・・・・・・・・・大さじ４
コチュジャン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　　　　　大さじ１､小さじ１
ごま油・・・・・・・大さじ１､小さじ１
砂糖・・・・・・・・・・・・小さじ２と１/２
すりおろし生姜・・・・・小さじ３弱
すりおろしにんにく・・・・小さじ１

❶白ごまと調味料を全て合わせておく。
❷サーモン、アボカドを1cmのさいの目切りにする。
❸①と②を混ぜ合わせる。
❹長芋を角切りにして水にさらす。
❺オクラをゆでて、5mm程度に切る。盛り付け直前に③④と混ぜる。
❻ご飯を盛り付け、その上に⑤を盛り付けて刻み海苔をのせる。

甘辛味のたれで仕上げ、子供から大人まで楽しめる
ようにしました。サーモンやアボカドの柔らかい舌
ざわりと山芋やオクラのシャキシャキとした歯ごた
えが魅力です。

Point!

材料と分量（4人分）

ねばねばポキ丼

ノートルダム清心女子大学  栄養学生考案レシピ

今月の折り込み 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
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野菜農家　小橋 純一 さん
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令和４年度 一般果樹苗木予約注文申込書
2022年8月号カタログショッピングチラシ

出典:岡山市ホームページ


